


























































































































































































































6/9> 6/10 . 
分母を揃える考えと分子を揃える考えと
どっちがいいのかな?
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.4 x 5=20 
• 5 x 4=20 
答えは同じであるが、式が違う。式が違う要因は、
前者は「浅い学習」であり、問題から安易に必要
な数量を取り出し、問題の数量関係、を吟味、検討
することもなく、ルーチン化された通りに立式し
て、誤答したものである。後者は、問題の意図す
る数量関係の構造を分析レ、「何の いくつ分Jに
なるかを考えて、計算している。算数の授業では、
子どもたちの見出した考えが対立する出来事がし
ばしば発生する。それぞれの考えを批判的に見直
し‘再度問題に振り返ってその意図を分析的に捉
え直し、考えを深めたり、変容させたりする瞬間
がある。前者の子どもは、考えを変容させること
は言うまでもないが、後者の子どもは、自分自身
や相手の同意形成を得るためにも、操作的思考、
図的思考(イメージによる思考)と記号制思考を架
橋・往還・融合させ、深いアプロ一歩に向かうべ
き瞬間・分岐点がある。
5 今後の検肘すべき課題
アクティブラーエングは、主体性の視態から、
プロック操作したり、図形機成俸を使って図形を
布陣成したりするなどの外的な算数的活動を位置付
ければアクティブラーニレグになると捉えている
人がいる。対話的な学びの視点でいうと、グルー
プワークを取り込めば、協働的なアグティプラー
ニングになっていると捉える向きがある。フロイ
デンタール(Freud叩 hal、1978)の示唆に従う
なら、「アクティプラーニレグやディ←プアクティ
プラーニングJは、完成した学習モデルが存在す
るわけではなく、これから探究し、構成するべき
ものである。特に、 AIの進展著しい変動の時代に
合っては、マルトンのいう暗記主義の浅いアプロ
ーチ、浅い学習では、未来を切り開くキーコンピ
テンシー(主要な能力)をはぐくむことができない
ので、数量や図形に深く関与して、深いアプロー
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チ、深い学びにするディープアクティプラーニン
グによる算数の学びを探究すべきである。深し、学
びにするには、フインク等、多くの研究者が省察
することが重要と言っているが、振り返り学習の
場を設定しても、子どもたちは何を、どのように
批判的に省察すすもばわからず、深いアプローチに
向かえない現状がある。この問題を検討するうえ
で、 S蹴 kero&Vl血及糊包013)は、「授業中の出
来事によって数学的な考えを拡張・変容させるた
めに教師が指導の修正を行った場面:Pivotal 
'leachlng Moment: PrM)は、重要性な示唆をし
ている。PI'Mは、数学的な理解や考えを深める機
会、分岐点であり、授業中のどこに、どんな形で
存在しているのかを多角的に分析・考察し、深い
算数の学びにしていくことを目指して明らかにし
ていく必要がある・
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